
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 

 
                                   

32101 交通安全意識の高揚に向けた啓発・教育の 

推進                    （生活部） 

（主担当部局：生活部）        32102 安全で快適な交通環境の整備   （警察本部） 

                   32103 交通秩序の確立           （警察本部） 
     

＜施策の目的＞ 

（対象）県民一人ひとりが 

（意図）高い交通安全意識をもち、安全で安心な交通環境の中で活動している 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年 Ｈ１６年 Ｈ１７年 Ｈ１８年 

目標値 190以下    174 以下       174 以下 170以下 
交通事故死者数（人） 

実績値     174    187     170       

  ※交通事故により事故発生から 24時間以内に死亡した人の数（警察本部交通企画課「三重の     

交通統計」）   

 
＜平成１８年度に残っている課題＞ 

①  県内の交通事故死者数は、平成 17 年 10 月末現在で 132 人となり、前年同期と比べ 24 人減少

しているものの、依然として多くの尊い命が交通事故で失われているなど厳しい状況にあります。

このため、県民の交通安全意識の一層の高揚に向け、効果的なソフト対策を重点的に推進してい

く必要があります。 

特に、交通事故死者数に占める比率が年々高まっている高齢者を交通事故から守ることが課題

となっています。 

 
② また、ソフト対策とともに、安全で安心な交通環境を整備するハード対策についても計画的、

かつ、重点的に推進していく必要があります。 

 
＜平成１８年度の施策の取組方向＞ 

① 飲酒運転の追放及びシートベルトとチャイルドシートの着用の徹底に重点を絞った取締りや

啓発を引き続き推進するとともに、県民、市町、業界団体、関係機関等と連携しながら、四季の

交通安全運動など年間を通じた啓発活動をはじめ、各種広報媒体等を積極的に活用した広報啓発、

学校現場を中心にした児童・生徒、保護者等の交通安全活動、「無事故無違反チャレンジ１２３

事業」等県民参加型の啓発事業を推進します。 

また、高齢者を交通事故から守ることが本県全体の死者数の減少とワースト順位の改善につな

がると考えられることから、地域において主体的に交通安全活動を行う高齢者の人材育成、活動

体制づくりを推進し、地域の特性に応じた多様な交通安全活動への支援を推進していくなど、高

齢者等の交通弱者に重点を置いた交通安全教育や啓発の取組を推進していきます。 

さらに、年間約６万件の交通事故等に関して高度な分析を行い、人的・地理的要因等を明確に

しながら有効な対策を進めるとともに、分析結果を県民に情報提供し、各地域の主体的な取組へ

３２１ 交通安全対策の推進 



 

つなげていきます。 

 

② 安全・安心な交通環境を確保するため、信号機の新設･改良、道路標識整備、歩道や交差

点改良などの交通安全施設の整備を計画的に推進するとともに、｢交通事故危険箇所｣の解消

や「あんしん歩行エリア」の確保などの重点的な整備を推進します。 
 

＜主な事業＞ 

① 交通安全運動推進事業   

【基本事業名：32101交通安全意識の高揚に向けた啓発・教育の推進】 

  当初予算額：⑰   ２，９９４千円 → ⑱ ６，８１２千円 

  事業概要：四季の交通安全運動など年間を通じた県民、市町、業界団体、関係機関等との連携

及び多様なマスメディアを活用した啓発などにより、正しい交通ルールとマナーの

実践を習慣化し、県民の交通安全意識の一層の高揚につなげます。 

 
②（重）高齢者の交通安全活動総合サポート事業 

【基本事業名：32101交通安全意識の高揚に向けた啓発・教育の推進】 

  当初予算額：⑰ １９，９４０千円 → ⑱ ２０，３０２千円 

  事業概要：高齢者が交通安全を自らの問題としてとらえ、積極的に交通安全活動に取り組んで

いけるよう、市町や関係機関等と連携して、高齢者の人材育成と活動基盤づくりを

推進するとともに、各地域での交通安全活動に対して支援を行います。 

 

③（重）交通事故分析等の高度化推進事業【基本事業名：32103 交通秩序の確立】 

  当初予算額：⑰  １０６，５２２千円 → ⑱ １９，１９６千円 

  事業概要：「交通情報総合管理システム」の運用を開始し、県内で発生する交通事故の人的、

地域的な要因などについて詳細かつ高度な分析を行い、県民に情報提供するととも

に、各種の交通安全対策に活用していきます。 

 

④（重）交通安全施設等整備事業【基本事業名：32102安全で快適な交通環境の整備】 

  当初予算額：⑰  １０７，０００千円 → ⑱ ４５，０００千円 

  事業概要：県管理道路の「交通事故危険箇所」（３４箇所）において、交通安全施設を重点的

に整備するとともに、その他の危険箇所についても、自転車歩行者道、交差点改良、

案内標識等の整備を推進します。 

 

⑤（重）安全・安心交通環境整備事業【基本事業名：32102安全で快適な交通環境の整備】 

  当初予算額：⑰  ７３，２１６千円 → ⑱ ５２，８４０千円 

  事業概要：「あんしん歩行エリア」（１１地区）において、ＬＥＤ式歩行者用信号灯器等の交通

安全施設を集中的に整備して通行者等の安全を確保するとともに、「交通事故危険

箇所」（６５箇所）において、自発光式道路鋲等の交通安全施設を集中的に整備し、

交通事故危険箇所の解消を図ります。 

    


